
出前授業の内容
（概要版）

公共施設を考えよう
～「安心して 学び、すごせる場所、そして地域の拠点となる学校づくり」のために～

１.なぜ、私たちが考える

子ども条例や子どもがど真ん中のまちづくり

の観点から、子どもの意見を聴取する。

また、将来を支える児童・生徒たちに公共施

設の現状や課題を理解してもらい、市政に関心

を持ってもらう。

２.公共施設とは

馴染みのある公共施設を例示し、公共施設と

は何かを理解してもらう。

市税の仕組みや学校の行政コストから、公共

施設の大切さや維持管理にかかるコストを理解

してもらう。

３.学校周辺の公共施設

クイズ形式で身近にある公共施設を例に挙げ

様々な公共施設を認識してもらう。

４.公共施設を考える

進展する少子高齢化や公共施設の老朽化などの課題を理解してもらう。

① 少子高齢化 ⇒  ・税収が減少 ・医療や介護などの社会保障給付費が増加

② 老朽化 ⇒  ・27校のうち21校が老朽化（築40年以上） ・更新時期が重なる。

５.他市事例・課題解決

他市の事例から、課題解決のひとつの方法と

して、複合化や集約化を説明する。

志木小学校の事例では、図書館と複合化した

ことで学校司書と市立図書館司書が連携し、図

書の授業などの教育活動の連携が可能となった。

６.グループワーク

学校の方針に沿った方法で実施し、学校教育

に寄与しつつ、学校を中心としたまちづくりを

検討する。また、子ども目線からの学校と地域

とのコミュニティについて意見を聴取する。
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